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本書は，欧州議会を中軸に据えたスケールの

大きな EU統合論である。日本では欧州議会へ

の注目度は高くないが，今や認識を改めるべき

時期であろう。

「はしがき」にいう。EU は欧州「連合」と

呼ばれるが，欧州連邦に向かいつつある。EU

の立法機関，欧州議会の発展を見ない限り，そ

のことは分からない。今日 EUと加盟国が激し

く対立するのは，EU の連邦性と加盟国のナ

ショナル性が衝突するからだ，すべての加盟国

が中小国である EUは連邦化にしか将来を見い

だせない。英国が EU を離脱したのは，EU の

連邦化に耐えきれなかったからだ。

欧州議会は 5年に一度の選挙により EU市民

を直接に代表する。加盟国を代表する首脳会議

や閣僚理事会と並立するのだ。重要な EU法令

は閣僚理事会と欧州議会の共同決定による。外

国との条約・協定は欧州議会の賛成がない限り

発効できない。

メルケル首相が主導し EU首脳会議が合意し

た EU 中国投資協定 CAI の批准を欧州議会は

今年 5 月覆した。「欧州議会の発展を見ない限

り，EUの統治構造とその性格は理解が深まら

ない」と著者は言う。ブルージュの欧州大学院

に学び，EUの要職にある同期生と意見交換す

る著者ならではの研究成果である。

第 4章では，モノ，サービス，カネ，ヒトの

域内自由移動を実現した EU単一市場が「価値

の共同体」としての EUを体現すると，経済オ

ンリーの理解をいましめる。リスボン条約以後

の欧州議会の権限の上昇，議会を構成する欧州

政党と院内会派の説明がなされる。5 章と 6 章

では，英国の EU離脱と EUの連邦化の動きの

連関，英離脱の欧州議会への様々なインパクト

を説明する。

7 章から 9 章では 2014 年と 2019 年の欧州議

会選挙を題材に，議員の党派構成，比例代表制

の選挙制度ゆえに欧州議会に大量進出する仏伊

蘭などの極右ポピュリストの伸張（14 年）と

凋落（19 年）を分析する。欧州議会の政党・

会派・議員構成などのデータも貴重だ。欧州議

会の民主主義諸会派は極右ポピュリスト政党の

抑え込みに協力を強めてきた。

10 章ではコロナ危機克服のための復興基金

創設の過程を加盟国の対立などを含めて説明

し，アメリカ 13州が連邦化へと舵を切った 18

世紀末の歴史的事件と対比する。

2章では，2010 年代に外国刊行の原書と合致

しない歪んだ翻訳タイトルを付けた多数の邦訳

書，「ユーロ崩壊」「EU解体」を声高に叫んだ

エマニュエル・トッドら内外のエセ理論家や評

論家をなで切りにする。溜飲を下げる読者は少

なくないかもしれない。
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